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◆ よりよい育ちと学びのために関係機関との連携を模索している学校や教職員，保護者や

子どものために有効に活用されることを願って作りました。 

◆ 対象は，診断の有無を問わず指導上特別な支援を要する子どもです。 

◆ 関係機関と連携しようとする時，子どもの課題に応じ，どのような機関と連携したらよ

いかが分かるようにＱ＆Ａで構成しています。 

◆ テーマごと，連携前に学校で確認しておきたいことを「チェック」の欄に，関連する情

報をコラムとして掲載しました。 

 

 

   ◆ 仙台市の公的機関を中心に，主なものを掲載しています。 

   ◆ 文章中では 青文字 で標記しています。 

◆ 医療機関や大学の詳細は，特別支援教育課（214-8879） 

にお問い合わせください。 

◆ 福祉施設や相談機関の詳細は「せんだいふれあいガイド(Ｐ1９⑥参照)をご覧ください。 

 

 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特

コラム： 学習指導要領における「関係機関との連携」 

特別別支支援援学学校校学学習習指指導導要要領領〔〔第第 11 章章総総則則〕〕でではは・・・・・・  

◆「複数の種類の障害を併せ有する児童又は生徒については，専門的な知識や技能を有する教師間の協

力の下に指導を行ったり，必要に応じて専門の医師及びその他の専門家の指導・助言を求めたりする

などして学習効果をいっそう高めるようにすること。」 

小学部・中学部第4-2-(2) 高等部第4 款-5-(2)

◆「・・・キャリア教育を推進すること。その際，家庭及び地域や福祉，労働等の業務を行う関係機関

との連携を十分に図ること。」                      高等部第4 款-5-(6)

◆「家庭及び地域や医療，福祉，保健，労働等の業務を行う関係機関との連携を図り，長期的な視点で

児童又は生徒への教育的支援を行うために，個別の教育支援計画を作成すること。」       

小学部・中学部第4-2-(14) 高等部第4 款-5-(16)

 

幼幼稚稚園園・・小小学学校校・・中中学学校校･･高高等等学学校校学学習習指指導導要要領領〔〔第第 11 章章総総則則〕〕でではは・・・・・・  

◆「障害のある児童（幼児，生徒）などについては・・・特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，

例えば指導についての計画又は家庭や医療，福祉，労働等の業務を行う関係機関と連携した支援のた

めの計画を個別に作成することなどにより，・・・」        ※「労働」は高等学校のみ 

幼稚園第 1-2-(2) 小学校第4-(7) 中学校第 4-(8) 高等学校第5 款-(8) 
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校内支援には次のような過程が考えられます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成 19 年 3 月 仙台市教育委員会発行「気づいて 認めて 支えて（全教職員用）」参照 

 

学校全体での話し合い 
□子どもの実態と課題の共有 

□一次支援結果の評価 

□二次支援の目的の明確化 

□必要な支援の検討 

□具体的な対応策の検討 

  誰が：校内(教員，ＳＣ等) 

校外(ボランティア，保護者等) 

  どんな方法で／いつまで 

□ 

□就学指導の必要性の検討 

□次回検討(評価)時期の確認 

 
学級・学年による支援 
□環境調整 

  座席／掲示物  等  

□指導の工夫 

授業展開／話し方／板書／教材教具 等 

□学級運営の工夫 

  ルールづくり／保護者との情報共有 等 

 
学校全体による支援 
□支援体制の工夫 

ティームティーチング／少人数指導／ 

特別支援学級の活用／校内支援チーム編成／ 

教員間の情報共有／ＳＣの活用 等 

□対応の工夫 

かかわり方／ルールづくり 等 

二次支援 

教教職職員員・・保保護護者者のの  

「 校内委員会１「気気づづきき」」  

 

学年部中心の話し合い 
□「気づき」の内容の整理 

□「気づき」の内容に関する情報収集

□子どもの実態の共有 

更に実態把握が必要な内容の確認 

□一次支援の目的の明確化 

□必要な支援の検討 

□具体的な対応策の検討 

  誰が／どんな方法で／いつまで 

□次回検討(評価)時期の確認 

学年会 等 

関係機関との連携の必要性の検討 

一次支援 

個個別別のの指指導導計計画画作作成成

 

２ 連携する前に まずは確認 



 

 連携は，子どものよりよい学びと育ちのため，共に支援に携わってくれる人の

輪を様々な専門分野に広げていくものです。ニーズに応じた適切な支援を行うた

めに，二次支援までを十分に行って連携の目的を明確にしておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域資源の活用と連携による支援 
□校内支援体制の工夫 

特別支援教育指導補助員の活用／ 

通級による指導／ボランティアの活用 等 

□関係機関との連携の工夫 

  役割分担／情報共有 等 

  
支支援援  
ネ

 

専門家を活用した話し合い 
□二次支援の結果の評価 

□三次支援の目的の明確化 

□子どもの実態と課題の整理 

  専門家の見取り 等 

□必要な支援の検討 

□具体的な対応策の検討 

【活用できる事業等】 

□学校生活支援巡回相談 

□発達障害児等教育検討専門家チーム 

□アーチルを交えたケース会議等 

□複数の関係機関による支援会議 

校内委員会２

ネッットトワワーークク  
        構構築築  

◆ 個別の支援計画のうち，学校等

の教育機関が中心となって作成

するものです。 

◆ 乳幼児期から学校卒業後までの

長期的な視点でとらえます。 

◆ 関係機関が連携し，専門性を生

かして一貫した支援を行うため

の計画です。 

◆ 作成にあたっては，保護者の理

解と協力が必要です。 

◆ 小・中学校の学習指導要領にあ

る「支援のための計画」は同じ

趣旨のものです。 

◆ 特別支援学校在籍の子どもに対

しては，作成が義務づけられて

います。 

◆ 必要と思われる主な項目は次の

とおりです。 

プロフィール／実 態／ニーズ／ 

目標(長期，短期)／関係機関（支援

者含む）／支援内容／会議履歴／

評 価／引継ぎ 

個個別別のの教教育育支支援援計計画画作作成成

三次支援 

 

連携する前に まずは確認  ３ 



 
 
 

 
 

 

就 学 ・ 進 学 ＜ チェック！ ＞ 

 
 
 
 

 

ＡＡＡ 保護者からの聞き取りや体験入学での観察の他，次の方法での情報収集が考えられます。 

◇ 保育所・幼稚園等での参観と担任面談    

◇ アーチルでの相談資料，主治医の所見や診断書の入手      など  

関係機関への連絡は，まず保護者からしてもらいましょう。学校としては情報を得たい

項目を明確にしておく必要があります。なお，医療機関については費用がかかる場合もあ

るので事前に確認が必要です。 

 

 
 

□ 子どもの状態の把握 

□ 保護者の意向確認 

□ 校内支援体制の確立 

□ 今後の対応の検討  など 

Ｑ

ＱＱＱ１１１    小学校に入学してくる子どもの実態把握は，どのように行えばよいでしょうか。

ＱＱ２２２ 適切な教育の場の検討は，どのように進めればよいでしょうか。 

ＡＡＡ   まず，子どもの実態把握を行い，校内就学指導委員会で適切な教育の場について検討し

ます。実態把握にあたっては，保護者の了解が得られる場合にはアーチルでの相談資料等

を活用することができます。 

次に，校内就学指導委員会で教育の場を変えることが適切であると判断した場合は，特

別支援教育課に資料を提出し，仙台市障害児就学指導委員会で審議を受けます。 

審議の結果「特別支援学級への入級適切」「特別支援学校への転学適切」と判断された

場合には，本人や保護者と教育の場について相談します。また，「通常の学級での配慮指

導適切」と判断された場合は，どのような配慮や支援体制が必要であるかを検討します。

なおその際，特別支援教育課や教育相談課に助言を求めることもできます。特別支援教育

サポート（学校訪問），専門家チーム，巡回相談，指導補助員などの活用も考えられます。 

 

 

 ＱＱＱ３３３ 発達障害がある中学生について，卒業後どのような進路先がありますか。 

ＡＡＡ 進学先としては，全日制高等学校，定時制高等学校，通信制高等学校，単位制高等学校

（いわゆるサポート校），専修学校（調理，アニメの美術など）があります。各校とも出願
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要件（在籍，学科等）があるので，事前に相談しておきましょう。知的障害がある場合は，

知的障害特別支援学校高等部（高等学園を含む）を受験することができます。 

進路指導にあたっては，特に次の点に留意しましょう。 

◇  知的障害特別支援学校高等部（高等学園を含む）を受験するには，療育手帳を交付

されている等要件が決められています。毎年配布される「宮城県立特別支援学校の

高等部・専攻科の入学者募集要項」に示してあるので確認しましょう。 

◇ 高等学校を受験する際は，他の受験者と同様の資料を求められますので，入学時か

ら対応しておきましょう。なお，指定された様式で記載が難しい場合には，副申書

等で対応可能か，早期に相談しておく必要があります。 

◇ 進路選択にあたっては，見学会や学園祭などの機会に生徒が自 

分の目で進路先を見ておくことが大切です。本人が納得した上 

で学校を選ぶことが，3 年間の継続した通学につながります。 

 
 
 
 
ＱＱＱ４４４ 進路先との引継ぎは，どのようにしたらよいでしょうか。 

ＡＡＡ 引継ぎは，保護者の了承を得て進めます。口頭での説明に加え，個別の指導計画や個別

の教育支援計画を基に支援の具体や連携している機関も含めて引継ぐことが有効です。 

小中学校間では，見学会や授業参観，保護者説明会を行って児童や保護者を中学校につ

ないでおくとよいでしょう。高等学校でも，入学決定後，保護者に対して個別相談を働き

掛ける学校が出てきています。いずれにしても，子どもが充実した学校生活を送る上で必

要な支援を継続して受けられるよう，情報を整理して進路先に伝えることが大切です。 
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特別支援学級に入級したり特別支援学校に転学したりするためには，仙台市障害児就学指導委

員会（以下「委員会」）での判断が必要です。委員会では，専門の委員が提出された資料を基に対

象児にとって適切な教育の場を検討します。判断結果は保護者の希望や学校の判断と同じになる

とは限りません。委員会の判断結果と在籍できる教育の場の選択肢は以下のとおりです。 

 ◆ 通常の学級での配慮指導 → 通常の学級 

 ◆ 特別支援学級入級適切  → 特別支援学級 又は 通常の学級 

 ◆ 特別支援学校転学適切  → 特別支援学校 又は 特別支援学級 又は 通常の学級 

委員会の判断結果を基に，最終的に教育の場を決めるのは本人と保護者です。教育相談では，

将来の生活を見据えて，今培うべき力は何かを整理して伝えていきましょう。特別支援学級入級

の場合には，必要に応じて試行期間を設けてみることをお勧めします。 

コラム：仙台市障害児就学指導委員会



 
 
 

就労・将来の生活 ＜ チェック！ ＞ 

 
 
 
 
 
 
 

□ 子どもの状態の把握 

□ 将来の希望の整理と確認 

□ 職場体験等の実施と就労形態 

の検討       など 

 

ＱＱＱ５５５   卒業後の進路について，一般の就労以外にどのような選択肢がありますか。 

ＡＡＡ 障害者手帳を取得しているかどうかによって，選択肢は大きく違ってきます。取得して

いる場合には，一般就労以外に，一般就労の障害者雇用と福祉施設利用の二つの選択肢が

加わります。福祉施設はさらに就労系施設と生活介護系施設に分かれます。  

就学から就労までの流れをおおまかに示すと，次のようになります。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

福祉施設（生活介護系）

職業能力 
開発校 

 

 
     一般就労（障害者雇用）

 

 
      一般就労 

大  学 
専門学校 

 
高等学校 
   等 

高等学園 

 

職業能力
開発校 

 

 
      特別支援学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校 

 
特別支援

学級 

 
特別支援

学級 

 
福祉施設（就労系） 

 
 
 
 
Ｑ

ＡＡＡ 仙台市障害者就労支援センターでは，仙台市在住の障害者に対し，就労支援の総合相談

と支援を行っています。 

ハローワークの障害者雇用の相談窓口（専門援助第二部門）で相談します。一般窓口で

は，「若年コミュニケーション能力要支援者就職プログラム」を行っています。宮城障害

者職業センターでは，障害者の相談，職業評価, （就労）準備支援を行っています。 

 

 

 
 
 

ＡＡＡ 進学を希望する場合には，自分の特性を理解させ，予想される困難を伝えるようにしま

す。併せて，本人や保護者と相談の上，進学先へ本人の特性等を伝え配慮を得られるよう

ＱＱ６６６ 障害者の一般就労の支援機関には，どのようなところがありますか。 

ＱＱＱ７７７ 高等学校において，障害者手帳を所持している生徒の進路相談はどのように進

めればよいですか。 
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にすることが望まれます。 

就労を希望する場合には，本人と家族が相談して，一般就労と福祉的就労のどちらにす

るかを決める必要があります。その際，自己理解，職業観，勤労観をもたせるため，実際

に企業や施設に出向き見学や職場体験をすることが望まれます。一般就労を希望する場合，

Ｑ６―Ａの機関に相談します。アーチルやはあとぽーと仙台のような相談支援機関とつな

がっている生徒の場合は，そことも連携しながら指導を進めます。 

 

 

 

 

 
 

ＱＱＱ８８８ 進路未定で高等学校を卒業した生徒が，就労または進学に向けて支援を受けら

れる機関はありますか。 

ＡＡＡ 就労の前段階を支える機関として，地域活動推進センター（詳しくは「せんだいふれあ

いガイド」参照）があります。ただし，利用するためにはアーチルでの相談が必要です。 

精神障害の場合には，主治医からの紹介を得て，リハビリテーションの一つとしてはあ

とぽーと仙台の精神科デイケアを利用することもできます。 

中学校卒業後進学せず，あるいは高等学校等を中退して無職でいる場合には，子供相談

支援センターでも就労支援を行っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

障害者手帳には以下の三種類があり，いずれも申請窓口は区役所の障害高齢課です。 

◆ 身体障害者手帳：１級(重度) ～ 6 級(軽度) ※心臓等臓器は 4 級まで 

対象は，身体（視覚，聴覚，肢体不自由，心臓等臓器）に永続する障害がある方 

◆ 療育手帳：Ａ(重度)とＢ(中・軽度)  

対象は，知的障害があり，日常生活に支障があるため，何らかの支援を必要とする方 

◆ 精神障害者保健福祉手帳：１級(重度) ～ 3 級(軽度)  

対象は，精神障害があり，長期にわたり日常生活や社会生活への制約がある方 

※知的障害を伴わない発達障害の方も対象となる方向になってきています 

 

 

 

コラム：障害者手帳 

障害者手帳は，一定期間ごとに書き換えが必要で，療育手帳につ 

いては，その際に発達検査を行っています（行わない場合も有り）。 

障害者手帳は，本人の希望によりいつでも返納することができます。 

は，本人と将来の生活について十分話し合う必要があります。 

障害者手帳を所持するのは障害者本人ですから，取得にあたって 
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 行  動 
＜ チェック！ ＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 

   

ＡＡＡ 教育相談課(教育相談班)の巡回相談の活用が考えられます。保護者にアーチル，仙台市

親子こころのクリニック，その他の医療機関への相談を勧め，情報を得る方法もあります。

専門機関に相談することは，保護者が子どもの特徴を理解したり，行動を解釈したりする

ことにつながります。保護者の了解を得て相談の際に担任等も同行することで，情報を共

有し，特徴を整理して必要な支援を進めることができます。必要に応じてケース会議を行

い，具体的な対応を検討することもできます。なお，さらに多方面からの検討が必要な場

合には，特別支援教育課の専門家チームの活用も考えられます。 
 
 
 
 
 

□ 子どもの状態の把握 

□ 背景の確認と環境調整 

□ 家庭との情報共有 

□ 校内支援体制の確立 

□ 今後の対応の検討 など 

Ｑ

ＱＱＱ９９９ 集団行動や一斉指導に適応できない子どもがいます。発達の特徴を整理するため

に専門家の意見をもらうには，どのような方法がありますか。 

Ｑ

ＡＡＡ 特別支援教育課に相談できます。特別支援教育サポート（学校訪問）や指導補助員の申

請，専門家チームの活用，教育相談課(教育相談班)の巡回相談の活用，教育相談課(生徒指

導班)への相談等，状況に適した対応策の提案を得られます。保護者がアーチルに相談して

いる場合，保護者の了承を得てアーチルに支援の方向性について相談することができます。

必要に応じてアーチルが学校に子どもの様子を見に行くこともあります。 
             

 

 

ＡＡＡ 教育相談課(生徒指導班)，児童相談所，子供相談支援センターへの相談が考えられます。

家庭や学校での対応について助言したり，本人と面談して行動変容を促したりします。触

法行為については，警察や児童相談所と情報を共有します（予想される行動などを事前に

Ｑ111000   問題行動を繰り返し，指導の効果がなかなか上がらない子どもがいます。校内で

の指導方法や支援体制の改善を図るために助言を得る方法はありますか。 

ＱＱＱ111１１１   深夜徘徊や万引きを繰り返す子どもがいます。対応について助言を得られる機

関はどこですか。 
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情報提供しておく等）。保護者が，問題行動の背景に発達障害があることを理解していな

かったり，障害受容ができていなかったりする場合には，関係機関とつなぐ前提として保

護者や本人とじっくり話し合うなど，丁寧な対応が求められます。 

 
 
 
 
 

ＡＡＡ   まずは，スクールカウンセラーに相談してみましょう。その上で，行動特性が発達障害

とは異なり，課題が心理面に起因すると考えられた場合には，教育相談課(教育相談班)に

連絡し，精神科医師や臨床心理士に相談することができます。また，本人や保護者にはあ

とぽーと仙台への相談や仙台市親子こころのクリニック，その他の医療機関の受診を勧め

ることが考えられます。学校生活が順調に送れるよう，医師の助言を得て，服薬や行動記

録の蓄積等，継続的な支援が必要な場合があります。また，発達に課題があると考えられ

る場合には，医療機関からアーチルでの相談を勧められることもあります。最終的に，保

護者，学校，アーチル，医療機関，保健福祉センター等が連携して支援にあたれるように

することが大切です。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                      【事例１】

Ａさんは，多動が目立つお子さんでした。過剰な刺激を避けるなどの環境を調整したり，事前

に予定を示したりしても，自分の行動をコントロールできないことがありました。そこで，担任

と保護者が相談し，担任がＡさんの行動の記録と学校の対応をまとめ，保護者を通して主治医に

伝えることにしました。主治医は，Ａさん，保護者，学校からの情報を基に，薬を処方しました。

その後，Ａさんは薬の力を借りることで自分の行動をコントロールできるようになり，落ち着い

て学習に取り組むようになってきました。その結果，周囲から認められることが増え，本人の自

信につながり，他の様々な場面においてもより適応した生活が送れるようになっていきました。

学校は，その後も薬が正しく服用されているかを把握し，服薬 

後の行動変容を記録して，保護者や主治医へ伝えていきました。 

そのことが，より有効な治療へとつながっていきました。 

 

なお，服薬はすべての発達障害のある子どもに有効というわ 

けではありません。必要性についての判断は，当然主治医が行 

うものです。担任が保護者に安易に服薬をすすめ，トラブルに 

発展したケースもあることを忘れないでください。 

コラム：医療との連携

ＱＱＱ111２２２   気分の浮き沈みが激しい，イライラしているなど心理的に不安定で学校生活に

支障が出ています。どのように対応すればよいでしょうか。 
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学  習 ＜ チェック！ ＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 子どもの状態の把握 

□ 家庭との情報共有 

□ 校内支援体制の確立 

□ 今後の対応の検討  など 

 

ＱＱ

ＡＡＡ   具体的な授業づくりを中心に助言を得たい場合，仙台市教育センターの特別支援教育担

当に相談し，特別支援授業サポートを活用することが考えられます。また，特別支援教育

課の特別支援教育サポート(学校訪問)等の活用もできます。大学の特別支援教育関係機関

でも相談を受け付けているところがあります（有料の場合有り）。 

授業態度や授業中の関わり方を中心に助言を得たい場合は，教育相談課(教育相談班)の

巡回相談の活用も考えられます。学習する上で課題のある子どもは，発達障害をかかえて

いる場合があります。実態を正しく把握するために，アーチルや医療機関につないで状態

像を整理し，特性を理解した上で，指導方法や関わり方を工夫することが大切です。周囲

の対応によって，本人の学習面や生活面の難しさが軽減されます。 

 
 
 
 
 

ＡＡＡ 仙台市教育センター，特別支援教育課，鶴谷特別支援学校から，様式や掲載項目の

情報を得たり，目標の設定や具体的な指導方法が適切であるか助言を得たりすることが

できます。また，保護者の了解が得られればアーチルや医療機関，子どもが利用してい

る大学の特別支援教育関係機関等から実態把握や実態に応じた関わり方等について，専

門家の知見を得ることもできます。 

個別の指導計画や個別の教育支援計画は，日々の指導や引継ぎ 

などに生かされて初めて意味を成すものです。十分に活用できる 

よう，方法を検討することが必要です。 

 

Ｑ111３３３   学習内容が定着しない，授業に集中できないなどの理由で，個別的な配慮指導

を行っている子どもへの指導方法について，助言を得る方法はありますか。 

ＱＱＱ111４４４ 個別の指導計画や個別の教育支援計画をよりよいものにするために，助言を得

られる機関はありますか。 

 個別の 教育支援計画 
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ＡＡＡ 特別支援教育課の肢体不自由指導支援(OT・PT 派遣)事業の利用が考えられます。学

校の要請により，鶴谷特別支援学校に配置されている作業療法士(ＯＴ)または理学療法士

(ＰＴ)が学校に訪問し，課題に応じた指導方法，学習場面に合わせた介助方法や環境調整，

教材教具の工夫等について助言しています。医療機関で訓練を受けている子どもに対して

は，その内容を学校の指導場面でどのように生かせるかも具体的に提案しています。 

この事業は，通常の学級，特別支援学級のいずれに在籍していても利用できます。 

アーチルでも，保護者との教育相談の結果，ＯＴ・ＰＴが学校訪問 

することがあります。いずれにしても，助言を受けた内容を個別の指 

導計画に反映させ，確実に引継ぎを行っていくことが大切です。 

 

 

 
 
 

ＡＡＡ 通常の学級に在籍している場合，話すことの課題については言語障害通級指導教室「こ

とばの教室」での指導が考えられます。また，特別支援学級に在籍している場合には，特

別支援教育課の自立活動支援(ST 派遣)事業を活用し，鶴谷特別支援学校に配置されている

言語聴覚士(ＳＴ)に相談できます。アーチルや医療機関と連携している場合には，保護者

の同意を得た上で，情報を得ることをお勧めします。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＱＱＱ111５５５ 身体が不自由な子どもへの指導や介助の方法について，専門家に学校に来ても

らい，助言を得ることはできますか。 

 

◆ことばの教室 

発音の誤りや話し方や言語発達など言葉に 

課題のある児童のための通級指導教室 

◆きこえの教室 

聞こえにくさからくる言語の習得や使用に 

課題のある児童生徒のための通級指導教室 

◆はぐくみ教室 

学習上また生活上に課題のあるＬＤ・ADHD 

児等のための通級指導教室 

コラム：仙台市の通級指導教室 

ＱＱＱ111６６６ 言葉の置き換えや発音の不明瞭さが見られる子どもへの指導方法は，どこに相

談したらよいでしょうか。 

①学校が特別支援教育課に申し込む 

②通級指導教室のある学校で教育相談

を受ける 

③市就学指導委員会で審議される 

④｢通級適切｣との判断が出される 

⑤保護者が学校をとおして通級を申し

込む 

⑥通級を開始する 

通級開始までの手続き 
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不 登 校 ＜ チェック！ ＞ 

 
 
 
 
 
 
 

ＡＡＡ 高等学校や専修学校の多くは，電話での問合せを随時受け付けています。本人が行ける

状況であれば，高等学校等で行っているオープンスクールや説明会に参加してみるとよい

でしょう。実際の学校生活に本人が触れてみた上で，進路選択することができます。知的

障害がある場合には，特別支援学校（高等学園を含む）で教育相談を行っています。 

適応指導センターからも情報を得ることができます。不登校の生徒，保護者，教職員を

対象とした『進路説明会』を年 1 回，1０月頃に実施しています。単位制高等学校（いわ

ゆるサポート校）や専修学校等も含め，各校担当者から直接話を聞くことができます。 

      ◇ 適応指導センターでは・・・ 

通常の学級に在籍している子どもを対象に，「杜のひろば」や「児遊の

杜」に通級しての適応指導を行っています。ひきこもり傾向にある子ども

に対しては，家庭訪問も行っています。また，保護者（通級していない子

どもの保護者も含む）向けに月２回「親の会」を実施しています。 

 

 

 

ＡＡＡ はあとぽーと仙台では，個別相談や家族教室等を行っています。精神障害の場合には，

主治医からの紹介を得て，精神科デイケアを利用できます。ひきこもり地域支援センター

では，面接相談や電話相談，家庭訪問，母親教室・父親教室を行います。他にも，相談事

業をしている施設があります。詳しくは「せんだいふれあいガイド」をご覧ください。  

発達障害が疑われる生徒で本人にも相談の意志がある場合は，アーチルでも相談を行っ

ています。特性を整理し自己理解を一緒に進めることに取り組んでいます。 

在宅やひきこもりになっている成人の中には，それまでに周囲から理解が得られなかっ

たりいじめを受けたりした経験のある発達障害の方が少なからずいます。在学中は発達障

害を視野に入れた指導も必要です。（仙台市教育委員会編「不登校対策マニュアル」参照） 

□ 子どもの状態の把握 

□ 指導の経過の振り返り 

□ 子ども，保護者の願い 

□ 家庭での生活状況の確認 

など 

Ｑ

 

ＱＱ111７７７ 不登校の状況にある中学生が直接進路情報を得られる機会はありますか。 

ＱＱＱ１１１８８８   ひきこもりの高校生が，退学又は卒業した後も相談できる機関はありますか。
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ＡＡＡ 特別支援教育課に相談できます。ただし，保護者を説得するための助言ではありません。 

専門機関への相談は，課題を解決するための選択肢の一つです。複数ある選択肢の中で， 

なぜ専門機関に相談する必要があるのか，理由を整理しておかなければなりません。その 

ためには，まずは学校で十分に教育相談を行い，保護者と課題意識を共有することが大切 

です。保護者がどの程度障害を受容し，課題意識をもっているのかを把握せずに専門機関 

への相談を勧めてしまうと，学校から見放されたと誤解されることになりかねません。 

教育相談の際は，次のことを意識してみましょう。 

◇ 「教師が困っている」のではなく「子どもが困っている」という立場で伝えましょう。 

◇ 学校として「もっと支援したい」「一緒に考えたい」という姿勢を示しましょう。 

◇ 子どものよいところも伝え，「よさを伸ばす」という視点も交えましょう。 

  

 
      
 
 

ＡＡＡ まず，学んでいる子どもの姿に目を向けてみましょう。学びたいと思っているか，自分

からチャレンジしているか，「できた！やったぁ!!」と達成感を得ているか，人と関わり，

認められ，自信をつけているかなど，保護者と一緒に整理します。子どもの学びの実態に

ついて保護者と共有した上で指導方針を話し合うことで，より具体的な検討ができます。   

指導方針について更に客観的な評価を必要とする場合には，特別支援教育課，教育セン

ター，アーチルなどの機関に相談することもできます。 

特別支援教育には，個の実態に応じた指導をすることで， 

生活経験を豊かにし，自分らしく生きる力を育むカリキュ 

ラムがあることを，自信をもって伝えましょう。 

保護者対応 ＜ チェック！ ＞ 

 

□ 子どもの状態の把握 

□ 保護者の願い・意向確認 

□ 子どもへの保護者の関わり方の確認

□ 家庭との情報共有 

□ 校内支援体制の確立    など 

ＱＱＱ１１１９９９   保護者に専門機関への相談を勧めていますが，理解を得ることができません。

教育相談の進め方について，助言を得られる機関はありますか。 

ＱＱＱ222０００   子どもの実態と保護者が望む学習内容との間に差があり，指導方針に理解を得

られません。どのような対応が考えられますか。 

 ？
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＜ チェック！ ＞ 

家庭での養育 
 
 
 
 
 
 
 

 

ＡＡＡ 区役所の障害高齢課（全障害種），アーチル（知的障害・発達障害），はあとぽーと仙台 

（精神障害），障害者更生相談所（身体障害）があります。その他，各区に相談窓口となる 

機関があります。詳しくは「せんだいふれあいガイド」や 

仙台市のホームページをご覧ください。 

地域の民生委員児童委員に相談することもできます。地域 

の民生委員児童委員が分からない場合は区役所保健福祉セン 

ター管理課で確認できます。        

 

 

 

 
 

□ 子どもの状態の把握 

□ 家庭，家族の状況の確認 
（構成，健康状態，人間関係，経済状況）

□ 校内支援体制の確立 

□ 今後の対応の検討 など 

Ｑ

ＱＱＱ222１１１   保護者が，障害のある子どもの養育について相談できる機関はどこですか。 

Ｑ

ＡＡＡ 保護者に疾病などがあって養育が難しい場合には，区役所の障害高齢課や家庭健康課に

相談し，情報を共有しながら校内支援を進めます。保護者自身が福祉サービスを利用する

ことで，家事の負担軽減を図ることができる可能性があります。地域の民生委員児童委員

等と連携して家族支援を進めることもできます。 

保護者による養育が明らかに困難な場合には，児童相談所に相談して家庭への対応を検

討し，児童相談所の助言を受けて校内支援を進めます。 

家族支援を進める際は，「キーパーソンになるのは誰か」を確認します。キーパーソン

は，支援対象者と信頼関係を築くことができている人物ということになり，家族の中にい

る場合と外にいる場合があります。まずは，キーパーソンと連絡を密に取り，情報を共有

しながら，支援を進めることが望まれます。 

外部の関係機関との連携を図る際は，支援者間で統一した方針をもつことが重要です。

支援者が顔を合わせて情報交換し，方針を検討することから始めてみましょう。 

Ｑ222２２２   家庭での養育に問題があり，子どもの生活や精神状態が不安定になっています。

家族支援を得られる機関はどこですか。 
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ＡＡＡ   体にけがやあざがあり，食事も満足に与えられていない様子で長期休業明けなどに体重

の減少が見られるなど深刻な状況である場合には，すぐに児童相談所に通告します。その

後，児童相談所と情報を共有しながら，支援の方向性を確認します。（対応の詳細につい

ては，子育て支援課編「児童虐待対応マニュアル（第３版）」参照） 

子どもに発達面での課題がある場合，自分が思い描いていたとおりの子育てができず，

悩む保護者がいるかもしれません。また，発達障害と気付きにくいため，子どもに対して

「どうしてこんなことをするのか」「どうしてできないのか」といら立ちを感じることも

あるでしょう。さらに，周囲に援助してくれる人がいない環境では，保護者は孤立し，子

どもとの関わり自体にかなりのストレスを感じることになります。その結果，虐待に至っ

てしまうケースもあります。発達障害のある子どもには，虐待のハイリスクがあることも

意識して，見守る必要があるのです。 

 

 

     

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                    【事例２】 

Ｂさんは高機能自閉症の診断を受けている５年生です。お母さんは，

Ｂさんとうまくかかわることができず，二人で一緒にいるとお互いにイ

ライラしてしまいます。Ｂさんはお母さんの話を素直に聞くことができ

ず，お母さんに怒られると暴れたり，パニックを起こしたりします。 

 学校は，そんな親子の様子に気付き，ケース会議を開くことにしました。参加者は，お母さ

ん，先生方，お母さんが相談をしていたアーチルと地域の相談事業所などです。お母さんの話

を支援者が聞き，お母さんの「どう関わればよいのか分からない。」という思いを共有しました。

検討の結果，学校ではＢさんの話をよく聞いて受け止めつつ，望ましい行動について助言する

ことにしました。アーチルと相談事業所は家庭でお母さんとＢさんが離れて過ごす時間をつく

ることにしました。 

お母さんは区役所の障害高齢課にショートステイなどの利用を申請しました。Ｂさんは知的

な遅れがなかったため療育手帳が取得できなかったのですが，アーチルが福祉サービス利用の

必要性を認めることで，利用が可能になりました。相談事業所に福祉 

サービスの調整をしてもらい，ショートステイ，移動支援を利用する 

ことになりました。 

Ｂさんは先生方，ヘルパーとの信頼関係を築き，受け止めてくれる 

大人の存在に安心感をもち，お母さんとも穏やかにかかわれるように 

なりました。また，お母さんも，Ｂさんに余裕をもってかかわれるよ 

うになり，二人の関係は改善しました。 

 

コラム： 家族支援 

ＱＱＱ222３３３   保護者からの虐待が疑われる場合，どのように対応すればよいですか。 
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福祉サービス ＜ チェック！ ＞ 

□ ニーズ 

□ 家庭での過ごし方 

□ 家庭の経済状況 
 

□ 療育手帳の有無   など 
 
 
 
 
 

ＡＡＡ   主に以下のような在宅サービスがあります。手続きは各区役所の障害高齢課で行います。

詳しい内容や関係事業所等については「せんだいふれあいガイド」または仙台市のホーム

ページをご覧ください。サービスの利用は，家以外で過ごす，保護者以外の大人と行動す

るなど子どもの生活経験を広げることにも役立っています。 

【 施 設 利 用 】 

◇ 放課後等デイサービス：放課後や長期休暇中に生活体験や遊びの場として利用できます。 

◇ ショートステイ ：保護者が冠婚葬祭への出席，旅行，休息等の理由で介護できな 

い場合に，一時的に施設に宿泊することができます。日中時間 

帯の一時的利用「日中ショートステイ」もあります。 

◇ レスパイト   ：日中又は宿泊での一時介護，又は自宅 

での介護や外出介護を受けられます。 

   【 生    活 】 

◇ 居宅介護    ：食事・入浴などの介護，調理・洗濯・買い物などの家事のため，

ホームヘルパーが派遣されます。 

◇ 移動支援    ：外出時（散歩，買い物等）の介護のためヘルパーが派遣されま 

す。ただし，通学や通院等利用できない項目があります。 

【手続きの流れ】  

           

 

 

支給量は，障害の程度やサービスの必要性を基に検討されます。「受給者証」には，

サービスの種類ごと利用できる日数等が記載されています。申請時は療育手帳又は医

師の診断書を持参します。ない場合はその旨を伝えます。後日アーチルが利用の必要

性を認めることで受給者証が発行される場合があります。サービス事業所については，

障害高齢課や仙台市のホームページ等で確認してください。 

なお，レスパイトの利用には受給者証は不要です。各事業所に直接申し込めます。 

ＱＱＱ222４４４ 障害児が利用できる福祉サービスとその手続きの仕方を教えてください。 

サ ー ビ ス

利用開始 
保護者がサービ

ス事業所と利用

の契約をする 

障害高齢課が支給

量を検討し「受給者

証」を発行する 

保護者が障害高

齢課窓口で申請

手続きをする 
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【支援対象】 仙台市内にお住まいの発達障害がある方の相談・支援を行っています。
（相談は無料です。） 

 

                                          
 
乳幼児支援係：０歳～就学前 

       学齢児支援係：小学１年生～１８歳前 
       成人支援係 ：１８歳以上の方 
 

【学校への支援内容】 

 

 

 

１  学校から保護者に対しアーチルへの相談を勧める場合，『連絡票』を活用して，保護者，
学校，アーチルとで情報を共有し，学校での支援を進めやすくします． 

『連絡票』の内容 

 

 

 

 

 

 

２ 先生方の相談を受け付けています。 

   例）・先生方にアーチルへ来所していただき，子どもへの対応について一緒に考えます。 

・アーチル職員が学校にうかがい，子どもの行動観察を実施した上で，先生方と情
報交換を行います。 

３ アーチルに相談したことがある子どもの「ケース会議」への参加が可能です。 

４ 個別の支援計画の検討，教育の場の検討の参考となる相談資料を提供します。 

５ 進路，就労についての相談を受け付けています。 
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0 歳から成人の方まで年齢を

問わず相談をお受けします。 

学校とこんな連携もしています 
◆ 発達障害に関する校内研修会などで，情報提供ができます。 

     「本人や保護者の視点」「事例や成人期の当事者の声から将来を見据えて学齢期に

大切にすべきこと」など，アーチルならではの情報提供ができます。 

◆ 「事例検討会」などに参加し，将来を見据えて何を大切にすべきか，先生方と一緒に検

討します。 

脳性麻痺，知的障害，学習障害（LD），注意欠陥多動性障害（ADHD） 

広汎性発達障害（自閉症，アスペルガー症候群など）     など 

 ◆  アーチルは，学校と保護者が話し合いながら校内での支援を進める   

お手伝いをします。 

◆  個人情報については，保護者の同意に基づいて，学校と共有します。 

【アーチルから学校へ】

・アーチルで整理した 

子どもの状態 

・本人の思い 

・保護者の願い 

・望ましい対応 

・今後の支援方針 

【学校からアーチルへ】          

・アーチルへの相談を勧めるに至った経過   

・学級や学年での支援，全校体制での支援の内

容や工夫          

・校内支援で改善した点，課題として残った点

・本人や保護者の困っていること，思い    

・アーチルで整理する点     

北部発達相談支援センター（北部アーチル）：青葉区，泉区，宮城野区を担当 
TEL  022-375-0110   所在地 仙台市泉区泉中央２－２４－１ 

南部発達相談支援センター（南部アーチル）：太白区，若林区を担当 
TEL  022-247-3801    所在地 仙台市太白区長町南３－１－３０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 仙台市教育委員会 特別支援教育課 

℡ 214-8879 

◆ 特別支援教育にかかわる相談・助言 

 指導方法，障害理解，就学指導，保護者対応等 

◆ 特別支援教育サポート（学校訪問） 

◆ 特別支援教育指導補助プラン推進(指導補助員)

申請を受け，教育委員会が必要と判断した発達障害の

ある子ども（通常の学級在籍）に対して配置する。 

◆ 特別支援学級指導支援員配置 

在籍数が多く教育委員会が必要と判断した特別支援学

級に配置する。 

◆ 学習障害児等教育推進（発達障害児等教育検討

専門家チーム） 

医師や学識経験者によるチームを編成し，発達障害の

判断や指導内容・方法等について検討し，対象児の在

籍校に指針を示す。 

◆ 特別支援学級の教育課程編成 

◆ 特別支援学級の教科書 

◆ 障害児就学指導 

◆ 院内学級       

◆ 通級指導教室 

◆ 医療的ケア・看護師配置 

◆ 学習環境整備（施設設備，備品） 

◆ 特別支援学級の新設，廃級等 

◆ 特別支援にかかわる事由による指定学校変更

◆ 肢体不自由教育支援（OT・PT 派遣） 

  理学療法士又は作業療法士が学校を訪問し，身体が不

自由な子どもへの学習指導及び環境調整に関する助言

を行う。 

◆ 「自立活動」指導支援（ST 派遣） 

  言語聴覚士が学校を訪問し，自立活動（コミュニケー

ション区分）の指導について助言を行う。 

※ OT・PT・ST 派遣の申込みは鶴谷特別支援学校へ。

⑤ 大学の特別支援教育関係機関 

教育関係者への支援や研修会の実施，障害児者への

教育相談，ソーシャルスキルトレーニング，ペアレ

ントトレーニング，個別学習指導等を行っている。

対象や内容，費用は各大学によって異なる。詳しく

は各大学ホームページ参照。 

 

④ 仙台市教育センター 

℡ 251-744１ 

◆ 特別支援教育授業サポート 

 子どもの理解，個々に配慮した授業づくり，ユニバー

サルデザインを取り入れた授業づくり等について，学

校を支援する。 

 ◆ 研修会の実施 

詳細はセンター研修のしおり参照 

③ 仙台市教育委員会 教育相談課 

教育相談班               ℡  214-0004

◆ 学校生活支援巡回相談事業 

発達障害，不登校，いじめ等特別な配慮が必要な子ど

もへの対応について大学教授や臨床心理士などを学校

の要請に応じて派遣し，指導体制等に関する助言を行

う。 

◆ 教育相談室（直通℡  214-0002）    

 学校生活の悩みについて精神科医師，臨床心理士，相

談員等が相談に応じる。 

◆ スクールカウンセラー配置 

◆ 心のケア 

 

生徒指導班            ℡ 214-8878

◆ 生徒指導にかかわる相談 

事故・事件，指導困難状況，保護者対応等 

◆ 自立支援指導員の運用 

◆ スクールガードリーダー派遣 

 

適応指導センター        ℡ 773-4150

◆ 適応指導事業 

 不登校の子どもへの訪問対応，個別対応，小集団対応

◆ 不登校にかかわる相談 

◆ 不登校の子どもの保護者支援  

※ 通常の学級に在籍している子どもを対象として

いる。 
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② 仙台市立鶴谷特別支援学校 

℡ 252-4231

◆ 教育相談 

 指導方法，実態把握（検査法を含む），個別の指導計

画や教育支援計画の作成等について相談に応じる。 

◆ 特別支援学校入学に向けた進路相談 

◆ 各種研修会や情報提供 

 ◆ OT・PT・ST 派遣申込み受付・派遣 

※ 県立特別支援学校でも障害種ごとに相談事業を

行っている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

掲載している内容は，本誌発行時点でのものです。ホームページ，リーフレット等に掲載されている 

内容を要約しています。 

 

⑨ 仙台市児童相談所 

℡ 相談専用 718-258０ 

虐待，養育困難，非行（家出・万引・不純異性交

遊・夜遊び など），不登校などの相談 

（対象：18 歳未満の子どもとその家族）

⑥ 区役所 

℡ 青葉区役所   225-7211

     宮城総合支所  392-2111

宮城野区役所  291-2111

若林区役所   282-1111

太白区役所   247-1111

秋保総合支所  399-2111

泉区役所    372-3111

◆ 保健福祉センター 

（区役所障害高齢課・総合支所保健福祉課）

  障害者手帳や障害福祉サービス利用などの申請受付，

利用できるサービスの紹介，生活上の相談に応じる。

障害者総合相談と保健福祉を担当している。 

◆ 家庭健康課 

  子育てについて，子どもの発育や発達について，ひと

り親家庭支援について，家庭内の困りごと等，子ども

や家庭の保健と福祉に関しての相談に，総合的に応じ

る。 

 ◆ 保護課 

  生活保護に関する相談に応じる。   

⑦ ひきこもり地域支援センター（H24 年４月～） 

℡ 285-3581

 ひきこもりで悩んでいる本人や家族の電話相談や

面接相談，家庭訪問，母親教室，父親教室を行う。

サロン活動もある。面接相談は予約が必要で無料。

⑭ 仙台市障害者就労支援センター 

 ℡ 772-5517 

障害のある方の就労の総合相談とサポート。 

（対象：15 歳以上の障害のある方で就労希望又は

就労中の方。障害者手帳のない方のご相談も可）

※ハローワークや宮城障害者職業センターでも相談

支援を行っている。 

⑪ 仙台市親子こころのクリニック 

℡ 219-5220 

児童精神科診療所。子どもの行動や情緒面，家族

の育児にまつわる不安やとまどいなどについて診

療を行っている。予約が必要で有料。 

（対象：新規予約は幼児・小学生とその家族）

⑫ 仙台市精神保健福祉総合センター 

（はあとぽーと仙台） 

℡ 面接相談予約 265-2191   

電話相談(昼) 265-2229 (夜)217-2279

 本人や家族の心の悩みについての相談，ひきこ 

もり相談，精神科デイケアを行う。予約が必要。

相談は無料。医師の診察や検査，薬は有料。 

⑧ 民生委員児童委員 

℡ 各区保健福祉センター管理課

地域の住民生活を必要に応じ適切に把握し，生活に

困った方や児童の保護・育成などの福祉について相

談を受け，自立を助けるために必要な相談・支援を

行う地域福祉推進の担い手。生活上のことや子ども

のこと，その他福祉に関して相談のある場合は，地

域(近く)の民生委員児童委員に相談できる。 

「せんだいふれあいガイド」 障害企画課編集 

   身体，知的又は精神に障害のある方々や難病患者に

関する仙台市の保健福祉の窓口案内の冊子。子どもが

利用する福祉サービス（レスパイト，ショートステイ，

居宅介護等），相談窓口，障害者手帳，交通費助成等に

ついても掲載されている。 

区役所障害高齢課の窓口で障害のある方に配布して

いる。学校への配布は行っていないが，仙台市のホー

ムページからダウンロードして利用できる。 

  

⑬ その他の医療機関 

保護者と主治医の了解があれば，児童生徒の実態把

握に必要な情報を得ることができる。病院によって

連絡方法が異なることから，保護者から教わるか，

保護者に連絡を依頼するとよい。依頼状が必要か，

料金がかかるか等も確認が必要。 
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⑩ 仙台市子供相談支援センター 

℡  ふれあい広場・面接相談 262-4828

就労支援 090-5352-3055 

通所スペース「ふれあい広場」，相談活動（面談相談，

子育て何でも電話相談，ヤングテレホン相談），就労支援活動 

（対象：２０歳以下の青少年とその家族）
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編集後記  

 
本誌では，子どもの課題に対してどのような機関と連携することが考えられる

かという視点から，一例を紹介しています。子どものニーズが多様なように，連

携の仕方も個に応じて様々です。しかし，解決することが難しいと思われる課題

も，様々な分野の方の知恵を集めることで解決の糸口を 

見いだせるということでは共通しています。先生方が中 

心となって関係機関との連携を広げていくときの一助と 

して本誌をご活用いただければ幸いです。  

  （首藤 記） 
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